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4月の花：サクラ　
花言葉は「精神美」
「心の美しさ」など 
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 地域力の創造

地方のかがやき

大自然が生み出す四季の美が
人々の心を動かす「感動の里」 
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　まもなくゴールデンウィーク！ そこで、 の申請に基づいて、消防機関が審査した

旅行を計画している皆さまにぜひともご 結果、消防法令のほか、重要な建築構造

紹介したいのが、「適マーク」です。 などに関する基準に適合していると認め

　このマークは、それを掲出している施設 られた施設に対して適マークが交付され

が「適マーク制度」の下に「安心・安全な宿 るというものです。

泊施設」であることを示すものです。適マ 　旅行を計画中の皆さま！ 旅行先での
ークには「金／銀」の2種類あります。 宿泊施設を選ぶ際、この適マークは、きっ

　適マーク制度とは、収容人員が30人以 と大きな目安になるでしょう。適マーク制

上で、地階を除く階数が3階以上の宿泊 度や適マーク交付施設については下記ホ

施設を対象としたもので、対象施設から ームページからご覧いただけます。

•適マーク制度　http://www.fdma.go.jp/kasai_yobo/hyoujiseido/index.html
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沖縄〜バクダンおにぎり
糸満地区の名物。
ごはんを魚のすり身で
包んで揚げたもの。

宮崎〜とうきびごはん
乾燥トウモロコシを混ぜて炊いたごはん。
米が貴重だった時代にトウモロコシで
かさを増したのが始まり。

滋賀〜日野菜漬け
伝統野菜である日野菜の漬物を
細かく切って混ぜたおにぎり。

福岡〜鬼の手こぼし
八女地方のチマキ。
西南戦争時に西郷隆盛の
兵団の携帯食を住民が
まねて作ったことが始まり。

北海道〜バター焼きおにぎり
おにぎりの表面に焦がしバターを
つけて醤油をひと垂らし。

群馬〜きび赤飯
キビともち米を混ぜて炊き、
花豆を合わせた三角にぎり。
お正月やお祝い事に
出される縁起物。

青森〜菊かおり
ゆでた食用菊とエダマメ、
シメジの炒り煮を
混ぜごはんに。

三重〜天むす
エビの天ぷらを具にしたおにぎり。
三重県津市の天ぷら店の
賄い料理として
出されたのが始まり。

徳島〜すだちおにぎり
お好みの具のおにぎりに、
スダチの皮を細かくすって
まぶしたり、千切りを混ぜたり。
爽やかな味!

福井〜朴葉飯
きな粉を稲穂に見立て、
田植えが無事に終わった
お祝いや豊作祈願として
食べられていた伝統食。

おにぎりの形いろいろ

出典/ふるさとおにぎり百選、一般社団法人おにぎり協会、郷土料理百選　他

球型
九州や中部でよく見られる形。早く
握れることから、災害時の炊き出し
などでもこの形が多い。

宿泊施設の防火安全を示す

「適マーク」とは?

今月の お役
総務省　　　　   立ち ツール
Monthly MIC　　　　　　　　     Useful tool

俵型
関西ではこの形が多いが、「ハレ」の
席でのお弁当には、地域にかかわら
ず俵型のおにぎりが入っている。

三角型
全国で一般的な形だが発祥は関東
と言われる。山型の頂点に神が宿る
と信じられていたという説も。

円盤型
焼きおにぎりにすることが多い東
北でよく見られる。みそをつけて焼
いたり、葉に包んだりしやすい。

適マーク（銀） 適マーク（金）

3年間継続して基準に適合していると認めら
れた施設には、適マーク（金）が交付されます。

3年経過

http://www.fdma.go.jp/kasai_yobo/hyoujiseido/index.html
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「多様な地域の力で
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「地域には大きなポテンシャルがある」野田大臣

「可能性を伝え、
　　立ち上がることを促進すべき」小田切教授

シがをあおで褒い野 新 こ上能り住で小 しや都生子自げい出い域ェ大磨っ互す ろめう とが性添 っ田 民すし 田 て 市 ど力ると率 し でア ていよ の るが ね いき て だ いてに 思リ事 い大 い 切 でをもでと あ 育連の と い ろ伸 こ 、 きンだ上 ね で あ 。臣 そ対 に、 い っラ は い っ今教良 は 思 たる 上ば とる つ若 な携 まて。 う たグとげ しい支
　 し 授 あす イ い 、を い げし な こ 地 いアいエ 者思て てて地 人考すとえ 根 ま
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「小 応若デら暮力総よのすそはね野 方集が ま達動小 る産価とえナ田 援 ーう 務 るう、 のら 田 をめ、者 隊 う活 。 さが 田 物値をも「 と若 例リに で切 し 」 に躍若い しし て 生
き
の をの行あ達なふ 」省 大 切て えワだ て は者 、教 て を しす者う 暮 イ きりで 臣 高どる 多 中 作の ば 活も い  教 なけ授 い てる丸 地も 達 達さ

　
ら 」 し るい来ま出に ま 60 で授 いま 期 と角で　

い場 てご の 、 かと、しす
会取と が、「 域 新 すす万も化 ど

　
オす移 な き 待 いワ をと 、 「 しり 新し 。、 といで 円 て呼・ ンい 地 ど そで るの。 う住 、ー く た見 田 思 、や組 体 チ し の 多 リい ば 東域 ん う かよ っ 週、 副と キ いつ きャ い 仕 業 園 ー気ん 験地 発 れ てい お ど い とう 末京ン でけ レま 業事て 回 い ワでづ し こ ん 生 化 とら ン 想 いう にグ 域 うす す い まもンに

い を でう 帰場 き ホてでし れ自ジ きで 生 ま 若 の付地て ね ね ５ と すです 」合 を リもの協 る分を 方す きつす 者の き農加方、 。 。 。、 。

。

先地開に住野 き援きやに「す は端 け は田 て域 がい
い 定る 、る 、 「のが 大 あと

こテ ま 住テ と る 移持 レ臣 思と すレ 支っ考 ワ
　 地い 住ワ で ねて ー 援え 二 域ま コ

ー 可 。い ク ー地 す員て にクる 能 デがい 人。」の 域 そのィ魅 でま が技 居 う役ネき力す
性
が 集術 ー大る住 い割と。 ま タを 元きよや うが、 っ ー組最々くう移 て支大」

み
合
わ
せ
た
ら
、本
当
に
多
様
で

充
実
し
た
生
活
が
、日
本
の
ど
こ

で
も
実
現
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

野
田
大
臣　

今
日
は
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。全
国
各
地
域

で
、「
地
域
力
」を
高
め
る
取
組
が

活
発
に
行
わ
れ
、人
々
が
地
域
で

支
え
合
う
社
会
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。ぜ
ひ
、一
緒

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

総務大臣

野田  聖子
明治大学農学部教授

小田切  徳美
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地
域
力
の
創
造

C
reation of C

om
m

unity P
ow

er  

特
集

地
域
の
魅
力
、資
源
に
気
づ
き
、

そ
れ
を
磨
き
上
げ
て
い
く
。

共
助
の
仕
組
み
を
再
構
築
し
て

地
域
で
支
え
合
う
。

地
域
の
中
か
ら
湧
き
上
が
っ
て
く
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
全
力
で
応
援
し
ま
す
！ 
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に地にふ
　
りおで業昨の結で色

　
不の経活

　
実 おる 、方 ま、 好の年立び活のそ可雇さ本 済性人
施 けさ つ自 た 立ら 事 度ち 用あこ年 欠用の化口
し ると な るで治 、 ち け例 末上 可 で度 を好を減てま 起納本 、る 上ま 能 すかが げ 資総体 創循 少プ 、 図す 業税 支 げでをへ ら生 地な源務。ロ 出環。 を る社の支を 援 に支 やジ はま 域豊 省全 しを支 た会支援活ェを制れ 援密富人で 拡援国 て め援に用ク推度て し着な材は

で い大に策 い
の
中取 ト進 し 、し 改 て型資と地 くま、３ しはのし い 、もりて 正 各 の金各５ 域 こ 地ま 、、ほ す ま新組地 を 地７ 事と地の と地地域かす 。 すたむ域 図な域事 業を域特 が域域の、。 。

グ者人が市や
をながなに商

　

北
実
施
ど い稚 向業海たを内 か施道めし車 うに 設、 天てに行稚直がい 塩乗き内行ま あせ 町のす た市 るる で公。 いに 最相 は地移共寄乗 、域動交 総り り
マの予通の合
ッ高定機稚病チ
ン齢の関内院

にコで
　
らき済てグ の方夫ースまみけ登に情ル 動じをがペ家

　
ノよ メ ー 「はこれるの、エ

　

現 す出、場地コ 事
例
々 スを よ報 きて、ミ 婦 事る 新 デ

　

近 保賃 ス シ、うての 在
、

に の泊 っ シー 活 。ノ が す やェモ 本 しい た て発 をィ ェ 有、し で 域 が預 シま例 借 移 アデを 性 ミ 子 事 ア 言ま ェ た年 、信 ア 育
た は す課 地挙け アりえ な例「

共
シ

年
、スル い リ活 児す ー ど 結 の し化事

業
な たば 能 マ度 る

や
売

動ェ る流 題 域 、 まの げ も が 果
、
ア て普ー 手 ン用 。いにか 子 子 、 力 ない い グの に 活れ かつ ら す仕 を 自創助 リ トす 段育人 及 どら のおな れ育 く エを を 解 一 人宅出の ン フ。

買
、用る 、 に なの組い 飛 交 コ

実
施

、 にシ受 と まて時てげ ォ 新の 可貸 仕とグ ス決 ノ地ェ みて さ どすの 中 エ躍伴け 期る 的 ン人 た キミア や 、 空れ組 や 能、方 をシ シにのし コ う待 。 的 な 個ルーし 、 こ をェ 始 ノ
換
なリ ェ み自 総 地活 出き ソ な 、がと ア ア地共 な個 ど結ミ 経 人空」ま ン治 務 域 すスめ」 ー と寄が 用 な 働 を 向リ スペて なびー 人 を資域グ 済す シ きは体 省 せで経し どのき ー 生 が上の の通産どス。 エ ン ペ い つ ャ 、

地域の資源と資金を活用した
ビジネスで地域に活力を!
ローカル10,000プロジェクト（地域経済循環創造事業交付金）

初民
期間
投事
資業
費者
用な
ど
の

公費による交付額※1

国費 地方費
（特別交付税措置）

地域金融機関による融資など※2

・ 公費による交付額以上
・ 無担保・無保証

自己資金など

地域力の創造 ● Creation of Community Power

ローカル10,000プロジェクト施策例シェアリングエコノミーを活用した地域の課題解決のイメージ

東京都町田市での事例
地域ブランド「まちだシルクメロン」の生産と
農商工連携により開発したプラントシステムの販売

• 商工会議所による農商工連携の提唱から、高
い技術力を持つ地元中小企業の協力を得て、
地域密着型の新しいアグリビジネスを展開

• 商工会議所が商標権を持ち、ブランドの
保護・管理を実施

• 地元飲食店や小売業に、加工品の商品開
発を促し、地域雇用を創出する取組

地域における課題

シェアリングエコノミー

福井県若狭町での事例
宿場町の築130年の大型古民家を
シェアオフィス＆イベントスペースにリノベーション

• 重要伝統的建造物群保存地区「熊川宿」の中心に
ある古民家をシェアオフィスに改修

• 地域金融機関と協働し、入居希望者を誘致。広い
納戸を改修したイベントスペースは地域の交流の
場としても活用

• 先進事例をつくることで、他の空き家所有者に利
活用を促し、宿内のまちづくりの機運を醸成

岐阜県郡上市での事例
観光列車の運行による観光の活性化と沿線の維持

• 沿線地域の人口減少やモータリゼー
ションの進展による鉄道利用者の減少

• 地域外からの観光客を迎えることを主
眼に、地域の食材を活用した料理も提供
する本格的な観光列車に改装

• 長良川と沿線地域の観光資源を活用し
た体験型観光の商品化を促進

地域の活用されていない資源

• 遊休スペース（空き家、廃校など）
• 主婦などのすきま時間
• 活用されていないスキル
• 使っていないモノ
　など

地域住民のニーズ

• 一時的な活動場所が欲しい
• 地域の人材をクラウドワーカーと
　して活用したい
• 何かあった時に子育てを頼る人が
　欲しい　など

熊本県八代市での事例
「クマモトオイスター」の復活と女性スタッフ
（漁師の妻・娘さん達）によるカキ小屋運営

• 新たな地域ブランド化を目指し、「クマモトオイス
ター」発祥の地で養殖を開始

• カキの養殖・販売・カキ小屋の運営を一体的に実施
• 女性スタッフがピンクのTシャツを着ていたことか
らSNSで話題に。地元TVでも「ピンクレディー」と
紹介され人気が拡大

新たな
支援策

ふるさと起業家支援プロジェクト

地域経済の好循環の拡大を図られる
よう、自治体がクラウドファンディング
型ふるさと納税を活用し、起業家に対
して資金提供を行う。

ふるさと納税を財源に
補助する金額を超えない範囲で
地方団体が上乗せ補助

応援したい起業家
（事業）を選択して
ふるさと納税

ふるさと納税者
（ふるさと未来投資家） 自治体 起業家

ふるさと納税を財源に補助

支援先の事業に継続して関心をもってもらうための工夫

（事業報告のほか、自社製品の送付、事務所見学への招待など）

特別交付税措置（総務省）

事 例　北海道天塩町

子育て支援
空き
スペース
対策

地域の
足の確保

地域
人材の活用

など

地方自治体が活用し、地域課題を解決

マッチング
により地域で
シェア

住民説明会の様子

天塩町における相乗りマッチングの仕組み

マッチング事業者

マッチング

相乗りで移動
稚内まで送迎（往復）

ガソリン代をお支払い

車で稚内までの
移動予定を登録

相乗りの依頼
（窓口までお電話）

同乗者
稚内まで行きたい人

運転手
稚内に移動予定の人

［条件］ ドライバー：「70歳未満」「スマホ・インターネット可」「自動車任意保険加入」
 同乗者利用：「18歳以上の町民」（電話窓口利用）

「共助の仕組み」で
地域課題を乗り越えよう!

シェアリングエコノミー

※1 上限2,500万円。融資額（または出資額）が公費による交付
額の2倍以上の場合は、上限4,000万円

※2 地域金融機関による融資の他に、地域活性化のためのファ
ンドなどによる出資を受ける事業も試験的に対象



  

  
  

 

  
  

（団体） 997 （人）
1000 5000

800 

平成 22 23 24 25 26 27 28 29 

団体数（左目盛←）
隊員数（右目盛→）

4,976 

4000 

700 3500 

4500 

600 3000 

400 2000 

300 1500 

2500 

900 

500 

200 1000 

100 500 

0 0 

地域力の創造 ● Creation of Community Power

他の条件不利
地域に転出 
155人（7％）

気になる地域に
住んでみよう !

地域おこし協力隊

21年度 

その他 89人（8％）
未定 10人（1％）

就農など 152人（14％）

合計=1,075人

起業 
314人（29％）

就業 

510人（47％）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に

な
る
に
は

全
国
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
活
動
を
紹
介

ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
創
業
し
、海
女
の

魅
力
発
信
と
写
真
家
活
動
を
行

っ
て
い
く
予
定
で
す
。

三
重
県
鳥
羽
市
の
大
野
愛
子
さ
ん

任
期
終
了
後
の
活
動
を
紹
介

加
、有
機
農
家
で
の
研
修
な
ど

に
励
ん
で
い
ま
す
。
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活動事例

1

躍お
　っ業用売ン芸域く地受間む

　
い てし 昨 な・支 ド能行取域け、ね地て 様 プ 地て 年 ど やや事 、 １4 々援 ロ 組協 域い 地の 方度でな モ地祭やで力 年おま 9 は ど

、
商ー 自す イ 域場り す 以こす 活７ 店シ ベ全 で治。 の 。 し。 産 上６ 地 ョ ン 動

国 街 活ン 復 生体ト 協人 を ３方 品９ 活、 動 か活の 活空 行 力の 年９ 自 ら性 の、応内っし隊 き 隊７ 地化 開 の以治 援容て、員 店 は団 体、 域 い様委下発 、は
に 舗 、が体 農 ・ブ伝 た々嘱のお、活に よ作活販ラ統地だなを期お

※各年度の特別交付税ベース。 
※26年度以降は、名称を統一した「田舎で働き隊（農林水産省）の隊員数と合わせたもの。 

地域おこし協力隊員になるまでの流れ 

地域おこし協力隊員は、地方自治体が募集・選考します。
地方自治体による募集情報を随時確認してください。
活動内容や条件、処遇なども地方自治体によって異なります。
総務省は隊員 1人につき、報償費など 200万円（原則）を含む、

1 

（円 きまも
　
載タ推い情す方

　
原を 、 ルす地 さ 。活 進一報。自地則報 サ 地財 。方動れ 般を 治域）償総 イ機政 て 方を 自内 社 おいト 随 体支 費務 構含 自 こ治容まに（団時省 が援むな 体やすもＪ 治 し法、どは 確 募し  協上 に条 募Ｏ 体て 。 人認2 隊 集よ件 力Ｉい限   集 に員 移し ・隊ま 0 っ 、 Ｎ4 て処 情 よ選１ 住てす ） 員0 0 る異遇 報の・く 考

。 人 は0 万 がポ交 募な だ しにな 、万円つりど 掲ー流さ集ま地

見きす魅化てフ女さ
　

ォえ家。力のい 漁ん三任 たトる はを の記 に 重期 グゲ 経 、リ 情録 従ラ 海県スノ終報・験フ事女鳥トベ了 保を発 ァしハー 後羽後 存活ーウシ 信 な 市は な と 継スョ かを が のン し
、
しら
、
者兼 、 ど地行 大し て とス っ、

タて域 地海活東し野て
海の 女ジ い域 動京て愛

オが空まの文しで海子

現住所から採用先の地方自治体に住民票を移動し、
地域おこし協力隊員として活動を開始します。 

5

活動事例

2

（　　　　　 　　　　 　）上限400万円を財政支援しています。

募集している地方自治体へお申し込みください。

地方自治体による選考の結果、採用が決定します。

2 

3 

4 地方自治体から、委嘱状などの交付により
「地域おこし協力隊」としての委嘱を受けます。

小のも県杵の有しさ
　

学有ん内市協機、ん大様機農 の力 は校 外 農 分々、野産 取隊の イ 業な有県
組へに菜物ベ食 応 リ機臼ンに 特）（」育 ト 募 サ農杵の 共 化臼 し ー事 で感 業市販 し杵 チの ま 農の業売 し「 たし を・市 て 家山へ ほ 臼

Ｐ おた 経の 認ん 杵 を崎Ｒ り。 て参 証ま 臼市 志誠、 、 、

任
期
終
了
後
は

任期終了後、約6割の隊員が同じ地域に定住

不明 402人（18％）

その他へ転出 
277人（12％）

活動地と
同一市町村内に定住 

1,075人（48％）

同じ地域に定住 1,396人（63％）

活動地の
近隣市町村内に定住 

321人（14％）

※四捨五入しているため、合計とは一致しない。

合計= 2,230人

同一市町村内に定住した者（1,075人）の約3割は起業

あ
な
た
の
力
で
、

地
域
を
元
気
に

に
　
な地地制国で度

　
しあも域域度民約で 地まなののお の５と 10 域せたと期こ 皆０年おん なのな待し さ０目こか っ り力 ま０ し？ ては協 を
で
、

まい に、 人迎協力ま しま 広規え力地 す隊たす く模ま隊域 まに。。 そ知とすはを す対 らし な。、元 大す れ 全本り気 きるて
、る 国年、

「行培 し  化 使山た裕
　

「っと学て っ農一未鹿て い た生 園般さい 肥 児ま 農」社んま姜料 島す の はす商 団を
。品

G
inger V

illage

園事 県。 、カ農 法任使 務 西フの 人園 期わ ェ 局 之製 なで 中な 」＆長 表の か造 は にい レとわ 市・ 、 立店ス生 、販 農 生り のト ち
姜 長売 薬 姜生 遠ラ 上

を栽やをンを姜げ藤

し起も就域人終
　

て業増農に）了昨のい えの定 し年支ま うてほ住 た３す援い ちか 協月。
仕
ま
す

しの 、、て約力起 末い 隊６。業 ま組総 ま 員割を （でみ務 すがさ 2 に。も省れ就同 2 任
準でる職じ 3 期は備 方や地 0 を、

移住にご興味のある方は
　移住にご興味のある方は、東京駅の八重洲中央口から徒歩 4分の「移住・交
流情報ガーデン」にお越しください。「移住・交流情報ガーデン」では、居住・就
労・生活支援などに係る情報提供や相談についてワンストップで対応していま
す。地方自治体や関係省庁とも連携し、「全国移住ナビ」を活用して総合的な情
報提供を実施しており、地方自治体などによる移住相談会やフェアなども随
時開催しています。

ガーデン館内 移住フェアの模様

隊員と意見交換する野田総務大臣

お問い合わせ先

地域おこし協力隊 Facebookページ 

URL https://www.facebook.com/
 chiikiokoshikyouryokutai/
一般社団法人移住・交流推進機構（JOIN）のポータルサイト 
URL https://www.iju-join.jp
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地域力の創造 ● Creation of Community Power

地域との関わり、
もっと深めませんか？

ふるさとワーキングホリデー＆「関係人口」創出事業

す口性流人学会流
　

る」がの口 」（ 総と 農 施
方 入」は指 座に学 策務や り、摘 着部長の省地地 :  口さ 目教 あの域域 小 「をれ し り授田 こ内と 増ま 、 方れに頻 や地）に切
ル し繁 す域お

 にか
ー 徳た 関らいツに こ外 美 の「。行 てが とか関

 す
の 、「明あ ら

る 必の 治
る
検

移き 住来係 関 ・
方を人要交係大討交

「
関
係
人
口
」創
出
事
業

こ流よ係
　

今
人もてにョ旅時加域愛暮しや

　
「ッとれっを も、み ょ着 、プ の あ地 行 すの ら 気が て なた うを いか にか特 お長後 る がし な、 る い域 かに重創地 買ら 祭期はのな 産と 人 あて た

要 」 。なり出 にい帰 っい に域 、で 、 例的 かい 品 っで こ う関にっ まやてる てはすへ の えす に は踏う 行て た清、け い、るの み思わ 味 ば。 「継 なし か 帰、 るい いりく 掃 応
こ れ出 が旅 、ヒ続た ら 省 今地援と で を 人 活も忘ト せ た ど

す方 行 のし は域しに 持・ な い、 動アれ もでつ情る々ょ 自い な際 都ち、 ら 、 がたンと 貢な こ う な 分 訪どに地と テ 市あい報 れげ とのかいが献な れにはナ 元部る地
」 ず。るのに関 うらしりシ た参地ににで域、

「関係人口」のイメージ

（強）

地域との関わりへの想い

（弱）

（弱） （強）

定住者
「定住人口」「関係人口」「交流人口」

住 民

ほとんど関わり
がない者

何らかの関わりがある者
（過去の勤務や居住、滞在等）

行き来する者
「風の人」

地域内にルーツ
がある者
（近居）

地域内にルーツ
がある者
（遠居）

より多彩な人材が
地域づくりに参画

現
状
の
地
域
と
の
関
わ
り

参点
　

月す味どと
　

にるトきをに「加で 本にる がは 取さ・わ っ寄は
ふ 情

　

総かし 1 プ始とえ、、 りと 至せ都る 務単 ら、 ロ い け8 ま ワな 組 るさ 省参 グりう な市 ん をい ー ず0 の
報
」 で加 る と 方ラまプ でキ と0 、 部 提ワ 流 々 はロ地者 ムし 数に いンー 供にも人にの 域 ま れ 、グた 日 グ住キ 、観地をは しラ中 。 を す を間 ホ 地むン 光域超本 ム リ創、か 丸 。の 域若グ 地 にえ で 以ら 年 デ出ご観 ホ 域と 対る 、 い 上は 3 ー昨と リ す光方 へ関 し人 の、 デ 」月 年体 る々 な のそ で々 「「わ 移想ーのが時 １感はな どふヒるい住」

すりにでのデ
　

関い観な
るに対すきー 、前わ 光ど地地関しがっは出る 、か 域に移方わて、 、「の者本け や来る 住、「自 関ふを年をき 地たふ しる 「治 係 意っる度提 たさ 域体 味 交「か 人さか供 と 定をけ 口 しの流と す・ ら ワ「 」 ま人 住支 」 るとー 人の す々 人援機

会 関取 キ 口地 な 。とす 係 ン 口　
」を域 組る 多で」る 人 グ で「 づ の最ホ 様も口一 も関

提
供く つ初リ にな」 、

ふ
る
さ
と

ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー

学びの場に参加する参加者

後
も
定
期
的
に
地
域
を
訪
問
す
る

方
、参
加
市
町
村
で
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
活
動
す
る
方
、さ
ら
に
は

移
住
し
た
方
ま
で
、地
域
と
様
々
な

関
わ
り
を
持
つ
方
が
現
れ
て
い
ま
す
。

「 （人す に関
　

す継ない地持しる 域と係関 「口。 関 る る そわ 続が 域つてさ とに人あ係 関 の心 モ 方」 り ら 機、と のしに 的 とな 係 デ に 地 口人 地を方 、 の会 納 関まな ルに 」た口 地 域人 対 域 創り 抱は の 関を 税関 わしは」 域し と にま のい 口人 構 わ提 を りた出
、 わ課て 継 ルに」入 築 り供 をすど て 行 。事と るい 、 ー続 こか よ を 題 のり 都 っ 既し き をし ツ の業るっ 的た? 口 の に地 て 目っ 市持た が に取だてに な方か解 り 持域 の 指 部と あ 取様 つ 組立け 地 け な っし 決の でう、 る りで々 こな て「っ ど でをて 。域 ま な暮とれが 方い 組、 ） は関いも地 提と す どらしかりにやる む、係まう域の 。供にしてらを対ふ方地こ

地域住民との交流の様子 地域の方と農産物の仕分けを行う参加者

関係人口の創出イメージ

関係人口
「ふるさと」
（市町村）

「関係人口」を募る

賛同

継続的なつながりをもつ機会の提供

・地域づくり活動（景観維持活動や地域の伝統行事など）への参加
・ふるさとサポーター証（パブコメへの参加、公共施設利用など）の発行
・まちづくり会議へ出席する機会の提供　・広報誌送付　　など

満足
3９％

その他

非常に満足
４９％

非常に
満足 

23％

満足 

42％

その他

ふるさとワーキングホリデー
受入企業等の満足度　N＝1 02

実際に行ってみると思っていた以上に新しい人々との出
会いや刺激にあふれていました。時間が許すなら理由が
なくとも、ぜひ参加すべきと思います。（大学 4年生）

ふるさとワーキングホリデー
参加者の満足度　N＝170人

従業員の仕事へのモチベーションのアップ。自社への誇り
の形成などに成果があり、会社へのロイヤリティの向上
が確認できました。また、社内のマンネリ化を防ぐことが
でき、フレッシュな気持ちで業務を遂行する姿が目立ち
ました。（受入企業等）

「ごっこ汁」の味や雪国での生活の知恵、価値観の違いに
よる町おこしの難しさなど、様々な人 と々の交流から多く
のことを学びました。（大学 1年生）
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大
自
然
が
生
み
出
す

四
季
の
美
が

人
々
の
心
を
動
か
す

「
感
動
の
里
」

新
潟
県

地
方
の
か
が
や
き魚

沼
市

小出駅（魚沼市）と会
津若松駅（福島県会津
若松市）を結ぶ只見線
は、山間を縫うように
走る。夏、車窓から眺め
る樹々の緑が美しい。

冬の魚沼は、田んぼ
も山も家も車も雪化
粧。しんしんと降る雪
が音をも包み、心が
洗われるよう。 

9月頃、田んぼは一面
黄金色に輝き、10 月
に入ると、山々は紅葉
で色づく。魚沼の秋は
彩り豊か。

奥只見レクリェーション都市公園内『根小屋花と緑と雪の里』は、5月初旬に 16万株の芝桜が咲き誇り、鮮やかなピンクのじゅうたんのよう。

ドユの ま

 「でど風
　

て 
　
く長

　
リ」 良すの景魚ち14 合希か魚 雪人ををさ。豊 づ、沼 年 望っ併 沼 のと全は まを 水 く たか 、ににじ 市 で くた 四時国 輝冬生 な、 り よ はめ 、「空の にを代 季に か首 くをり 、と 地気重進に 春終豪 」

発 し が魚 をす 都域、点め対 え雪て を か信 食 て 沼 目る 圏「 資 施 応、 迎、に がコ 、し と いし市 若 指花策 え 見魚シ 源 やの ま、 たが 葉 しア 、 ま沼ヒ の の 舞販 す く森カ 一 新誕しがわ てブ ク活路 つ。リ 林 た生た芽ラ セ れ用 は拡ンやス な なし。吹た」 、

大
・
観
光
誘
客
の
増
加
、魚
沼
市

の
魅
力
と
財
政
力
な
ど
総
合
力
の

向
上
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理

念
で
あ
る「
人
と
四
季
が
か
が
や
く

雪
の
く
に
」を
目
指
し
、少
子
高

齢
化
が
進
む
中
で
住
み
や
す
い
、

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
参
り
ま
す
。

が毎酒菜気
　
沼クきツてない90

　

訪 ・ テ う年 が と新市 、は、が 分上山 川 雪れ ィ も アお ら1 の清雪 、越い菜 ビ釣 まて ク新魅 ち 、8 がら り つ雄 新い テし セを 力 ろ 潟りま 5 い 生 ィ、 ス 幹育か 大でが温んや 市のす万こ みみな 線す楽泉、 なウ か。 と 出 登 良人 、水 。 な ィ景 らで
で食 し いも す 山ン は東め 色もべは ど 場の 澄 やタ 約も、 る多 に  京所知観 米ん 尾ーの の彩 包に40 から ス光 ややだ も 瀬 ま らな ポ あ分れ客 地野空 魚ア歩ーれりと約 、

見あ新しが豪
　
る破あ

ぶ部森三魚島
　

らち緑か白 自雪 3 間る
まに林国沼県新

れ 然 はこ しにに 地メ 川が
わ が 山市と潟

ま 春染、 ー豊 魚ち 、 脈 群帯 84 。 県か佐す 夏で にま ト 野 西で %に 馬南な梨。 はなる ル 川 を色 、 挟 県地 を 東も 川濃る、冬 、 魚鮮 ま 占の域 そ ま の、 部
緑と 場 羽の れ沼県さ めや で に
に山 積には す根支、た丘境位か 「染の 雪 市辺 。川流 に盆陵 置な 雪樹 が が のま り で 接地、 し花 々国一あ 流あ中 東すり で 、が は」面る れる心 をる福、 。 、

新潟県

山形県

福島県

群馬県
長野県富山県 

魚沼市 

P r o f i l e

平成16年11月に、北魚沼郡堀之内町、小出
町、湯之谷村、広神村、守門村、入広瀬村の 6
自治体の合併により誕生。首都圏と新潟県
を結ぶ交通の要衝に位置し、豊富な地下水
に恵まれていることから企業誘致に力を入
れ、大手食品メーカーなどの生産・物流拠点
にもなっている。

人口｜36,883人（平成30年2月末日現在）
面積｜946.76㎢ 

URL｜http://www.city.uonuma.niigata.jp/

魚沼市から尾瀬国立公園へのルートは、尾瀬沼
までの日帰りハイキングや湖上遊覧船を使って
尾瀬の自然を楽しむことができる。

魚沼市は日本有数のユリの産地。7 月、月岡公園では
約1万本のユリが開花し、甘い香りに包まれる。

U o n u m a - s h i

魚沼市には奥只見ダムをはじめ、破間 永林寺や西福寺開山堂には、「日本のミ
川ダム、黒又ダムなど 8つのダムがあり、ケランジェロ」と称えられる名工・石川
スタンプラリーも行われている。 雲蝶による彫刻が残されている。
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佐藤  雅一
魚沼市市長

今年で第 30回を迎えた小出国際雪合戦 毎年秋に開催される「魚沼こしひかり
大会（毎年 2月開催）。約 250チームが戦う 紅葉マラソン」。走った後には、おにぎり
この大会には海外からの参加者も多い。 がふるまわれる。



地
方
の
か
が
や
き

地
方
の
力

「食まち うおぬま」
　　　食でつながる元気なまちづくり
ま悩産

　
直もで上い解 と得る「

農研域 カのなを
　

「 気 「でま者基

　

多 リ面 き し い質 け し 市 究ブ

　

平 人 思食 て 林 の で 魚のさの い幹し るの候水く て町 ラ成 気
20 水所」 、 認

知
お村
」

ン 25 産 しれ て 浮沼高産 に魚米 、の ブ肥い 昼 り 産調ド 地 ょ 」年、齢 関沼や ミ 年 ラ か業 と平 ま 沃 、で業べ夜 さ う調 で べ間 化 す 野 ネ ンで ） か成 れ 聞す 市 度な たや ので ラ
「
食全がで査 する ドあ 菜 の い。 で （土 て 。7 温ル の国盛 。 人は後 ・ 、そ、 る 様 い ん ブ食 てす 魚総 壌 も年 第 、 う々 山 度をま豊継 、農 だ魚ラにが に 沼 多と農か かな 菜 差含す者 1 と ン関 、業 こ、 恵 沼な 産 いっ家ら不 課そが のん。 位 ド思 す こ

27 は ま ま 市 コ のさ
数 題れ収 大だ を 総足 わ る は、 れ シ でにち はが年に生 にで穫 き雪 獲れ 合地 ヒ米は米、 」 、

「 「取力 家動高歩
　
く とさで

　
もな多約生 食りで 、 き四り 連らはなめ こ目ど様 36産メ で組食 イ 携 のど食 」 に、う立季 化ー を 健 %と つ はんの し しち理カを文ベ折展な 康消 て食ま たま由ー通化 開が 増

や
簡減で ン々 少いち費 ト 需関 状すで略やじ継 にしる 進ま 。づ」 や 要係 。況 、化まを飲て 行て元 や承 の 地すく 、 拡つ い の 、、 食 食 た食 気 場。り の わ 大産 低な 市 ま 中 、の 育の 業 た れ な 業 産 食を 価ぎ す 、民 の推 者 め関 魚る。ま目や 品格文、 推と進総な の心 ち指組 沼食 離志化進に合ど農活をべ づす織 市 れ向の、

魚沼産の米は、山間地特有の気候が生み出す強い旨味と粘りが特徴。

「と者らにジ
　
応でどめ

　
木技イな塾日作

　
発験林林 め

　
魚いづう魚をこえ魚森る ベま工能 ど」で、チ信イ る資業 森ン や 玉う きれの沼 沼の宿た 森 ェ 沼くと 」で 体 しベ 魚ト を 林体 、「取 っ あ 切ー 源

り の達の あ の、 てン 産沼同市 り組
ら
の

の 験 ンか 郷験 山 を紹 面る る 恵 いトに 森人紹 森のけ な 他 ソ菜 市時 ペ 土 み すな 活介 積で のた介 「、 ーまをも 体 ひフに ー ど 、 でに を狩るど す 用す がす 魅 料や 炭地つ ち 「 や 用 かァ は、 、験ジ も 存り 林 。 しる 8。な ンた 力が林 も 、理 焼域や あ 魚 草 り」 意 、炭 分「
げ にく を自 な きに 業 と 割刈 た 」ホあ り に 沼業 ホ キ し を焼 ・ を ー以て なさ り語身 どま 残 ノ り 様と紙 、の ー 味 ! 通ムい っん まるの職をす る コ 1 々 上す わ狩

 機 全 もム ペじこ後ての 伝 森泊 なペす読言人楽。 え の 国 に ーをき り てう継も人ー。み葉なし 統 林 体・ る 2 操 に 森 ジ占」 、

子どもたちが生産の現場を訪ねる「あぐ
りーんキッズくらぶ」のフィールドワーク。

道具の取扱い方から板取り、組み
立て、塗料塗りまで指導する「木工
体験」は2日間の行程で行われる。

•http://www.morihikari.jp/
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02地
方
の
力

　「
　魚
　沼　
森産
の森恵
みひ
をか体
験り・」体
感
す
る

01
高校生～30歳を対象とした「魚沼! 森林塾」。好評で定員オーバーとなることも。

魚沼市子育て支援センター「ぱぴぷ」での様子。

Q3魚沼市を知るつの
uestion

Q 楽しい魚沼弁を
教えて!

あちこたねえ

いも成医支産
　

広がは ・療援 魚子場自も費を 沼育、由ちや行市 て市にろ検っ民 てまで遊ん診が おでべ、 はな協 保 りのる 、ど、切結力 護親 に各れし 者 婚子 対種目
ふと か合 す手のいれ子る ら当な

育あど助 い出、

駅す施加設中称
　
てつ域 ミ児
いく」る設すをの）そ で

ど
、リのは 「 整 まる り 育と 、観 の 共 ー相今 子 地 す 児こ 備 、 ・い 光 一 有 互年 子育と域 プ 。 のサつう イ し 扶度 てを ロ 育 ポ全 、「 悩ン 解事 ジ 助開 の 子 て理体フ みーェ 決駅 活設業 世 ト念がォ やク育 す ・動予。「」 メ 代 困とと子 トて る セー を定子しし 」 を り育 ンの 仕シは 行で育てたて 応 事ョ、 組 タ

す 駅 うて再拠にン遊（ 援みをーフ。の生点参施休仮 しを地なァ

「子育ての駅」整備プロジェクト
  子育てにやさしいまちづくり

い「心 な
れは「大丈夫」 配いら
こ が転ん
」という意味。子ど

も
よ
だときなどに、「お

ーそんなん、
。

あちこたねえよ」と
使う

条只見線にみんなで手をふろう 例

列車に向かって整列・・・何やってる?Q

只見線は市民にとって大切線 な。と 路いうわけで、魚沼の人は た只 ち見線が通る度にみんを振ろ なで手うという条例がある。

Q 魚沼でまさかの
流氷?

れ」
「雪流

ら春に見 れる

春先の限られた2週間ほどの期間、破間川ダムでは「雪流が れ」見られる。流氷ではなく、ダム湖に積もった雪が浮きり 上が湖面に浮いている現象。

「食まち うおぬま」のロゴマー
ク。6粒の米は、6地域が合併し
てできた「魚沼市」、茶碗と箸
で「食」、笑顔マークは「元気」
を表している。

食のイベント、健康食レシ
ピや離乳食レシピなど、
魚沼市の「食」に関する
様々な情報を発信する
ポータルサイト「食まち う
おぬま」。魚沼産農産物の
直売所情報や推奨品の紹
介などもある。

•http://www.shokumachi-uonuma.jp/
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世界にはばたく総務省
坂井総務副大臣の

700MHz帯携帯電話基地局の開設に伴う
テレビ受信障害対策が全国で実施されています。
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お住まいのテレビに影響が出る場合があります～
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坂
井
総
務
副
大
臣
は
本
年
１
月
、ペル

ー
お
よ
び
コロ
ン
ビ
ア
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

ペ
ル
ー
で
は
、ジ
ウ
フ
ラ
運
輸
通
信
大

臣
と
会
談
し
、総
務
省
が
主
体
的
に
取

り
組
む
地
デ
ジ
推
進
や
防
災
、医
療
、

教
育
、貿
易
お
よ
び
交
通
物
流
な
ど

様
々
な
分
野
に
お
け
る
今
後
の
情
報
通

信
技
術（
I
C
T
）の
協
力
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、国
家
防

災
庁
国
家
緊
急
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
、

カ
ラ
ン
サ
国
家
防
災
庁
長
官
と
防
災
に

関
す
る
意
見
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、

同
国
が
導
入
し
た
、地
デ
ジ
日
本
方
式
を

活
用
し
た
防
災
シ
ス
テ
ム（
E
W
B
S
）の

運
用
現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ン
ビ
ア
で
は
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ソ
情
報
技
術
通

信
省
副
大
臣
や
サ
ン
ブ
ラ
ー
ノ
農
業
・

地
方
開
発
省
副
大
臣
ら
政
府
要
人
なロソ情報技術通信副大臣との会談の様子

ど
と
会
談
し
、ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
お
よ
び

農
業
分
野
に
お
け
る 
I
C
T
協
力
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、

古
河
電
工
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
光
フ
ァ
イ
バ
ケ

ー
ブ
ル
工
場
お
よ
び
国
際
熱
帯
農
業
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ン
タ
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Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｔ
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訪
問
し
、現
地

進
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日
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業
の
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動
や
、日
本
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業
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
が
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さ
れ
て
い
る

農
業
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場
を
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し
ま
し
た
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地
デ
ジ
日
本
方
式
採
用
国
の
約
７
割

を
占
め
る
中
南
米
で
は
、日
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企
業
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I
C
T
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ー
シ
ョ
ン
の
質
の
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さ
も

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
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務
省
は
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南

米
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じ
め
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の
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く
の
国
と
も
、地
デ

ジ
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I
C
T
分
野
に
お
け
る
関
係
強
化

に
引
き
続
き
取
り
組
み
、良
好
な
関
係

を
築
き
つ
つ
、日
本
企
業
の
海
外
展
開
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

テレビ受信障害が発生する
可能性がわずかでもあるエ
リアにはこちらのチラシが
配布されます。チラシに記
載されている日以後に、テ
レビの映像が乱れた場合
は、チラシ記載のコールセ
ンターへ連絡してください。

テレビ受信障害が発生す
る可能性が高いエリアには
こちらのチラシが配布さ
れます。数日後に工事作業
員がご家庭を訪問します。

国際熱帯農業センター視察の様子（コロンビア） 

Q Q編 集 後 記 e d i t o r i a l  n o t e
Q 

テレビ映像の回復作業とは テレビ受信障害対策には誰が作業に来るの？ どのような作業をするの？ 費用がかかるの？
との

　
○○ぬ○お○

　
ろ山 ごま う

　
市時厳雪わ北地くとととっ 　

が
　

切方 つ本 ざ て
た

 

くいつ魚がな尾 役期しをれ陸帯だ疑。こ 本 東
に い ２ き くが た誌 さ ろ来もしく沼 ど瀬 所にさ前た地。 っ

い く ま メ 誌 京願 幸いた でま と魚掲 り し をた 市 個、 の取 に時 の方 ーし 駅っ お さ 只 い。 し そ沼載いの い 痛て と 人 皆材 し期 魚愚 もト 取た か米 ん は た こ
お市 ！あ 四 見 取を い さに て か的 感 で ル２。 沼あ はり と

豊
材 ら季 記る え 線 ご 、 材 ？メ。をき に ま し し な「 市 事でり 雪 も新ま訪っ 折ば 、 協 録た 日

 

ーも 、 ま 私少 新（ うか
と
思人 ま 温 は 前か 幹す 々れ 、 本 力 国し 的は ト行 。 日をし広 けわづ す 泉 情潟な 白の 線。て 当い に積 ルにせく っ た な快

食風 。 お 本ど話の報県銀報 でい一 郷て にた もるり 。 大晴け 有 をた人 文 だそ う景 積 魚の室 み、 あ り で 約ス で  街」 盛い る 雪 数か　 雪は 世だで り の 沼、化、 たキ 積 し っ 90
も。 に のい がたけ よ生 おてと少市界織 、 ー も た 分魚 見れ多 と と う活 豪許るの場 っ なに。田 が 。ばく こ う沼なのた舞 雪し？こい行 気） 、 、

　700MHz利用推進協会から業務委託を
受けている工事作業員がお住まいを訪問
します。工事作業員は必ず「テレビ受信障
害対策員証」を携行していますので、不審
に思われた場合は、工事作業員に対策員
証の掲示を求め、下記コールセンターへ対
策員証の番号をお問い合わせください。

　工事作業員は、お住まいを訪問し、ご
了承を得た上で、室内でテレビ映像や機
器の確認などを実施します。工事が必要
なことが判明した場合は室内での作業の
ほか、屋根上など、アンテナの設置場所
で作業する場合があります。

　テレビ受信障害対策に関する費用は全
て700MHz利用推進協会が負担します
ので、工事作業員が費用を請求すること
は絶対にありません。また、物品の販売
を行うこともありません。詐欺行為や悪
徳商法にはくれぐれもご注意ください。

総務省ホームページ（ 700MHz帯を使用する携帯電話基地局の開設に伴うテレビ受信障害対策について） 

http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/89300.html 
お問い合わせ先

一般社団法人 700MHz利用推進協会 700MHz（メガヘルツ）テレビ受信障害対策コールセンター
広報誌「総務省」についてのご意見・ご要望は、FAXまたは電子メールでお寄せください 
FAX｜0 3-5253-5174　メール｜k ohoshi@soumu.go.jp 

Tel. 0120‐700‐012（通話料無料）　http://www.700afp.jp/ 
受付時間：午前 9時から午後 10時まで（土日・祝日および年末年始を含む） 

※IP電話などで上記につながらない場合は、 050-3786-0700におかけください。 
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